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東
日
本
大
震
災
で
は
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た

一
方
で
、
私
た
ち
に
多
く
の
問
題
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
１
人
ひ
と
り
の
力
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
が
助
け
合
う
こ

と
で
、
地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

常
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん
が
一

緒
に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り
組
む
た

め
の
組
織
が
「
自
主
防
災
会
」
で
あ
り
、

本
市
に
は
７
８
０
を
超
え
る
自
主
防
災

会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参

加
し
、
連
帯
感
と
防
災
に
対
す
る
知
識

を
養
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
家
庭
で
も
非
常
持
出
品
や

災
害
備
蓄
品
を
準
備
す
る
な
ど
、
家
庭

か
ら
、
地
域
か
ら
、
災
害
に
対
す
る
備

え
を
今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
今
な
お
非
常
に
多
く
の
方
が
避
難
所
な
ど
で
の
避
難
生

活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
避
難
さ
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ

て
、
避
難
所
運
営
が
大
き
く
違
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
こ
そ
、

隣
近
所
同
士
が
協
力
し
合
っ
て
、
防
災
活
動
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨年行われた鳥取市総合防災訓練の様子

賀露地区住民による炊き出し訓練（賀露白浜運動場） 女性消防団員による救急救命講習（賀露白浜運動場）

市立病院による医療救護訓練（浜坂小学校）

賀露小学校児童による放水体験（賀露白浜運動場） 東部消防局による救出訓練（浜坂小学校）

浜坂地区自主防災会による初期消火訓練（浜坂小学校）
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鳥取市総合防災訓練のお知らせ
　大地震による災害を想定し、本市、
防災関係機関、市民など多数が参加し
て防災訓練を行います。

とき　９月９日（金）
　　　10：00～ 12：00
会場　市役所（本庁舎、第二庁舎、駅
　　　南庁舎）、各総合支所（河原・
　　　用瀬・佐治町を除く）、城北小
　　　学校、千代川袋河原広場（河原・
　　　用瀬・佐治町の合同会場）、賀
　　　露白浜運動場、鳥取港、各事業
　　　所・各自主防災会など

※当日は、会場周辺をヘリコプターが
飛行し、多数の特殊車両が通行します。
また、会場周辺で
交通規制が行われ
ることがあります。
ご理解とご協力を
お願いします。



「エリアメール」の配信を始めました
　本市では、ＮＴＴドコモが提供する緊急速報サ
ービス「エリアメール」による、避難勧告等の
災害情報のメール配信を８月 10日から開始しま
した。ＮＴＴドコモの携帯
電話を使用する人へ、新た
な費用負担や事前登録不要
で防災情報を伝達します。
本市では、防災情報の伝達
手段の拡充に取り組んでお
り、エリアメールで配信さ
れる災害情報は、防災無線
や「あんしんトリピーメール」などでもお伝えします。
配信情報　避難勧告・指示、津波警報、テロ情報など
対応機種や受信設定など詳しくは、ＮＴＴドコ
モの専用ホームページ（http://www.nttdocomo.
co.jp/service/safety/areamail）をご覧になる
か、ドコモインフォメーションセンター（フリー
ダイヤル 0120-800000）、ドコモショップなど
でご確認ください。
※現在、このようなサービスはＮＴＴドコモのみ
が行っています。今後、他の携帯電話会社から同
様のサービスが提供されることとなった場合に
は、順次対応していく予定です。

非常持出品と災害備蓄品

　チェックして災害に備えましょう。
非常持出品（例）
　避難時に携行しま
す。両手が使えるよう、
リュックサックなど
に準備しましょう。
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□予備電池
□手回し充電器
□非常食（□乳幼児には粉ミルク）
□水
□貴重品（□現金・□預金通帳・□印鑑・□健
　康保険証）
□救急医薬品（□きず薬・□ばんそうこう・□
　解熱剤・□かぜ薬・□胃腸薬・□目薬・□服
　用中の薬）
□その他（□おむつ・□生理用品）

災害備蓄品（例）
　大災害が発生すると、水道・電気施設、道路な
どの損壊により、救援活動に日数がかかります。
救援までの目安として、3日分を準備しましょう。
□食品（3日分）
□水（大人１人当たり 1日 3ℓを目安に 3日分）

日ごろから地震に備えましょう

　地震はいつやってくるか分かりません。日ご
ろから身の回りを確認し、危険カ所には対策を
行いましょう。
　また、家族やご近所の人、学校や職場の人と話
をし、避難場所や避難方法を確認しておきましょう。
　地域や職場で行われる防災訓練に積極的に参
加しましょう。

屋内の対策（例）
・家具は転倒防止のため金具で固定し、2段重ね    
　のものはつなぎ目も固定しておく。
・寝室にはなるべく家具を置かない。
・廊下や通路、部屋の出入り口には物を置かない。

屋外の対策（例）
・ベランダの植木鉢や物干竿などが落下しないよ
　うにする。
・ブロック塀が倒壊し
　ないよう補強する。
　ひび割れや傾き、鉄
　筋のさびがある場合
　は補修する。
・プロパンガスのボンベは鎖でしっかり固定する。

家族で決めておくこと

・避難方法、避難場所、連絡方法
・災害発生時の役割分担
・防災用具の確認、点検
・危険箇所のチェック・非常持出品のチェック

地震が発生したら

　揺れを感じたら、まず身を守り、揺れがおさ
まってから次の点などに注意し避難しましょう。
・火の始末は身の安全
　確保後すみやかに行
　う。
・避難する前に電源ブ
　レーカーを切る。
・避難場所への避難は、
　狭い道を避け安全な経路を通る。
・頭部を保護し、落下物に十分注意する。
・避難は、市の防災無線やテレビ、ラジオなどか
　ら正確な情報を入手しデマに惑わされない。
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